






































交付料として 1ヶ月分 3円、もしくは 6ヶ月分 10円を納付することを条
件としている。学外者への有料公開はすでに実績があり、帝国教育会附属





閲覧室は 1°普通閲覧室 (普通図書を閲覧するところ)、 2°新聞閲覧室 (新
聞・雑誌その他の定期及び逐次刊行物の未製本を閲覧するところ)、3°自由




開館時間は平日午前 8時より午後 9時まで。ただし、11月 1日より 3
月末日までは午前 8時半開館。日曜日は午前 9時より午後 4時まで。休
館日は 1°祝祭日、本学記念日及び同祝日、 2°各月末最終日 (館内整備修理
等の為)、 3°夏季休業中 (7月中旬より 9月 5日まで)、 4°冬季休業中 (12月














3『駿台新報』465 号 (1939 年 8 月 10 日) によれば、予科新図書館は建坪 80 坪 333、収
容人員 148 名、収容図書 13,000 冊、書庫 13 坪 45、新聞閲覧室 6 坪 25、教員閲覧室 6 坪







日数 入館者 一日平均 閲覧者 一日平均 閲覧書 一日平均
平日 26 10748 413 6223 239 10159 391
休日 4 395 99 282 71 452 113
計 30 11143 371 6505 217 10611 354
予科 27 1605 59 1003 37 1330 49




















1934(昭和 9)年 5月 30日、予科図書室の開室の 4日前に業務分担のこ
とを記した回章が出されている。そこには庶務会計 2名、逐次刊行物・目







































り、『Catalogue of foreign books』(1931年)、『明治大学和漢図書分類目録』




図書館主催の展覧会は 1940(昭和 15)年から 1943(昭和 18)年に 4回開
催されている。展覧会は 1924(大正 13)年 11月に関東大震災からの本館
復旧の現状を示すために開催して以来のことであり、戦時下に継続して開
催したことは特筆すべきことである。
1940(昭和 15)年 10月 27日～ 予科図書館にて明治大学展覧会
(小説之部)の開催。
11月 18日～ 本館にて近世文化展開催。
1942(昭和 17)年 11月 10日～ 予科図書館にて古事記展を開催し、
引き続き本館図書館 3階にても開催。
































































































1941(昭和 16)年から 1944(昭和 19)年までの「日誌要略」により、この
時期の利用状況を知ることができる。1941(昭和 16)年 12月 8日 (月)に日
6東京高等農林学校では 22 日のこの通牒を受付けたという。和田長丈「発売禁止本の行






自習室入館者 本館入館者 閲覧者 閲覧書
5日 (金) 258 517 188 281
6日 (土) 102 263 98 138
7日 (日) 200 54 97
8日 (月) 157 255 77 116
9日 (火) 133 374 129 186
10日 (水) 93 373 117 179
11日 (木) 198 698 132 193
12日 (金) 180 670 125 189
　ちなみに 8日は「帝国、米英に対し戦を宣す (大東亜戦争)」と記述があ
る。このときから「警戒警報発令解除」「防空訓練」など戦時色が濃厚と






















































奥村が司書長に任命されたのは 1944(昭和 19)年 4月であり、男性が一
人となったのはこのとき以降のことと思われる。また、閲覧業務が休止状
































大学周辺は 2月 25日の空襲 (この空襲では須田町神保町などを中心に





東京大空襲から 5ヵ月後の 8月 15日、総長室わきの会議室に職員が集
まり、玉音放送を聞いて終戦を迎えた。この日出勤していた職員は 23人
であった12 。
11『千代田区史』中巻 1960. p.805-。『明治大学百年史』第 4 巻 1994. p.363-
12『明治大学百年史』第 4 巻 1994. p.365
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